
『
四
産
全
書
総
目
提
要
』

呂
祖
謙

「
呂
氏
家
塾
読
詩
記
」

訳
注

本凡
稿
は{列

類
ご

文
淵
関
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
十
五
、
経
部
十
五

に
収
め
ら
れ
て
い
る
呂
祖
謙
撰
「
呂
氏
家
塾
読
詩
記
」
の
訳
注 「詩

で
あ
る
。

一
、
訳
注
の
体
裁
は
、
〔
原
文
〕
〔
校
勘
〕
〔
現
代
語
訳
〕
〔
注
〕
か

ら
成
る
。
本
文
は
、
筆
者
の
判
断
で
{
一
}
{
)
{
二
}
に
分
け
、
章
ご
と

〔
訓
読
〕

に
一
訳
出
し
た
。

一
、
原
注
に
つ
い
て
は
[

割
注
を
引
用
す
る
際
に
も
同
様
の
方
法
を
採
っ
た
。

一
、
本
文
の
底
本
に
は
、
院
元
が
杭
州
の
文
組
側
閣
に
附
さ
れ
た
武
英
殿
版
『
総

目
提
要
』
に
拠
っ
て
刻
し
た
司
欽
定
四
庫
全
書
総
目
』
、
い
わ
ゆ
る
「
斯

江
本
」
(
『
西
庫
全
書
総
自
』
王
伯
祥
断
句
、
北
京
中
華
書
局
景
印
、
一
九

六
五
年
六
月
、
第
一
版
、
一
九
八
七
年
七
月
、
第
四
次
印
刷
)
を
用
い
、

以
下
の
三
点
の
版
本
と
校
合
を
行
っ
た
。

①
「
文
淵
閣
四
庫
全
書
」
著
録
本
の
は
じ
め
に
附
さ
れ
た
提
要
、

]
で
示
し
た
。

ま
た
注
に
お
い
て
原
文
と
と
も
に

し1

わ
ゆ

る
「
書
前
提
要
」
(
台
湾
商
務
印
書
館
景
印
、

一
九
八
三
年
七
月
)
。

『
凶
路
人
七
一
書
総
目
提
嬰
』
呂
組
謙
「
呂
氏
家
塾
読
詩
記
」
訳
注
(
重
野
)

重
野

ドム『

之ζ

②
「
文
淵
閣
四
庫
全
書
」
に
鮒
さ
れ
た
武
英
殿
刻
本
『
欽
定
西
産
全
書
総

い
わ
ゆ
る
「
殻
版
」
(
台
湾
商
務
印
書
館
景
印
、

自』、

一
九
八
三
年
七

月
③
同
治
七
年
(
一
八
六
八
)
、
断
江
本
を
重
刻
し
た
広
東
書
局
重
刊
本
、

い
わ
ゆ
る
「
卑
刻
本
」
(
『
欽
定
四
庫
全
書
総

g
』
台
北
義
文
印
書
館
景

印
、
一
九
六
九
年
三
月
、
第
三
版
を
使
用
。
な
お
、
原
田
種
成
氏
編
『
訓

・
詩
類
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
二
年
一

点
本
部
産
提
要
』
経
部
二
、

月
も
伺
版
)
。

ま
た
、
近
年
出
版
さ
れ
た
『
提
要
』
の
最
も
新
し
い
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
、

貌
小
虎
氏
編
撰
『
四
庫
全
書
総
自
葉
訂
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

O
一

二
年
十
二
月
)
も
合
わ
せ
て
参
照
し
た
。
対
校
の
結
果
、
底
本
の
文
字
を

若
干
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
校
勘
に
お
い
て
一
記
し
た
。

一
、
原
文
に
み
ら
れ
る
俗
字
、
異
体
字
、
関
筆
な
ど
は
す
べ
て
正
字
体
に
改

め
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
校
勘
に
お
い
て
特
に
注
記
し
て
い
な
い
。
但
し
、

別
字
の
場
合
は
、
煩
を
避
け
ず
一
々
注
記
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
遊
詩

{
子
は
原
文
、
訓
読
で
は
そ
の
ま
ま
残
し
、
現
代
語
訳
に
お
い
て
正
し
く
示

二
ハ
三
で
貝
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し
、
そ
の
旨
を
注
で
明
記
し
た
。
な
お
、
窪
頭
、
平
出
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
反
映
さ
せ
て
い
な
い
。

一
、
注
に
お
け
る
引
用
書
名
、
篇
名
な
ど
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
初
出
の

場
合
は
正
名
を
記
し
、
再
出
以
後
は
誤
解
の
な
い
と
思
わ
れ
る
範
囲
で
適

宜
省
略
し
た
。

一
、
本
訳
注
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
す
で
に
大
野
貴
正
氏
が
「
四
庫
提
要

詩
類
選
稗
③
呂
氏
家
塾
讃
詩
記
三
十
二
袋
」
(
『
詩
経
研
究
』
第
二
十
二

号
、
一
九
九
八
年
二
月
)
と
し
て
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
。
本
稿
を
成
す
に

あ
た
り
、
先
学
の
研
究
に
多
大
な
る
患
恵
を
受
け
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上

げ
る
。

U
E
r
L
 

呂
氏
家
塾
讃
詩
記
三
十
二
巻
〔
斯
江
注
汝
環
家
蔵
本
]

む
し
い
ト
i

l

B

(

-

K

)

{
一
}
宋
呂
祖
謙
撰
。
祖
謙
有
古
周
易
、
己
著
録
。
此
笠
〈
説
詩
之
作
也
。
朱
子

血
〈
祖
謙
交
日
夜
契
、
主
〈
初
論
詩
亦
最
合
。
此
室
田
中
所
謂
朱
氏
臼
者
、
部
所
採
朱

子
説
也
。
後
朱
子
改
従
鄭
樵
之
論
、
自
獲
前
説
、
而
祖
謙
仇
堅
守
毛
鄭
。
故

祖
謙
波
後
、
朱
子
作
是
主
日
序
稿
、
少
時
浅
随
之
説
、
伯
恭
父
誤
有
取
鷲
。
昨
M

L
ド

し

ド

久
自
知
其
説
有
所
未
安
、
或
不
免
有
所
更
定
。
伯
恭
父
反
不
能
不
置
疑
於
其

問
、
喜
…
縞
惑
之
、
方
終
相
輿
反
覆
其
説
。
以
求
員
是
之
錦
、
市
佑
恭
父
巳
下

一
六
回
頁

世
云
一
五
。
蓋
錐
態
其
弟
祖
約
之
語
、

持
、
路
間
呂
氏
書
者
、
終
不
絶
品
。

而
夙
見
深
有
所
不
平
。
然
迄
今
雨
説
相

〔
校
勘
〕

①
書
前
提
要
は
文
頭
に

臣

等
護
案
」

と
あ
り
、

底
本
の
記
載
が
無
い
。

②
幸
一
一
回
前
提
要
は

「主日傍」

に
作
る
。

③
殿
版
、

血
勺
刻
本
は

「
所
」
が
無
い
。

④
書
前
提
要
に
は

「伯」

。〉

上

「
則
」
が
あ
る
。

〔
訓
読
〕

宋
の
呂
祖
謙
の
撰
。
祖
謙
に
古
周
易
有
り
、
己
に
著
録
す
。
此
れ
其
の
詩

を
説
け
る
作
な
り
。
朱
子
祖
謙
と
交
は
り
最
も
契
り
、
其
の
初
め
詩
を
論
ず

る
も
亦
た
最
も
合
す
。
北
の
書
中
の
謂
ふ
所
の
朱
氏
自
は
く
な
る
者
は
、
即

ち
採
る
所
の
朱
子
の
説
な
り
。
後
に
朱
子
改
め
て
鄭
樵
の
論
に
従
ひ
、
自
ら

前
説
を
変
ふ
る
も
、
市
る
に
祖
謙
は
仇
ほ
毛
鄭
を
堅
守
す
。
故
に
祖
謙
の
波

後
、
朱
子
是
の
書
の
序
を
作
り
て
称
す
、
少
時
浅
随
の
説
に
し
て
、
伯
恭
父

誤
り
て
取
る
有
り
。
既
に
久
し
う
し
て
自
ら
其
の
説
に
未
だ
安
ら
か
な
ら
ざ

る
所
有
り
て
、
或
い
は
更
定
す
る
所
有
る
を
免
れ
ざ
る
を
知
る
。
伯
恭
父
反

っ
て
疑
を
其
の
簡
に
置
く
能
は
ず
。
喜
…
織
か
に
之
に
惑
ふ
。
方
に
将
に
棺
ひ



与
に
其
の
説
を
反
覆
し
、

以
て
真
是
の
帰
を
求
む
る
も
、
市
る
に
伯
恭
父
己

と
。
蓋
し
其
の
弟
祖
約
の
請
に
応
ず
と
雄
も
、
夙
に
深

く
平
ら
か
な
ら
ざ
る
所
有
る
を
見
る
。
然
れ
ど
も
今
に
迄
る
ま
で
再
説
棺
ひ

に
下
世
せ
り
云
一
五
、

持
し

呂
氏
の
書
を
噌
む
者
、
終
に
絶
へ
ざ
る
な
り
。

〔
現
代
語
訳
〕

宋
の
呂
祖
、
謙
の
撰
。
祖
謙
に
は
『
士
口
周
易
』
が
あ
り
、

こ
れ
に
つ
い
て
は

す
で
に
著
録
し
た
。
本
書
は
祖
謙
が
『
詩
』
を
解
釈
し
た
著
作
で
あ
る
。
朱

子
は
祖
謙
と
親
密
な
交
友
関
係
に
あ
り
、
当
初
は
『
詩
』
に
つ
い
て
議
論
す

る
に
も
、
や
は
り
そ
の
解
釈
が
よ
く
合
致
し
て
い
た
。
こ
の
書
中
で
「
朱
氏

自
は
く
」
と
い
う
の
は
、
す
な
わ
ち
朱
子
の
詩
説
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

の
ち
に
朱
子
は
再
び
鄭
樵
の
説
に
従
っ
て
、
自
ら
前
説
を
変
更
す
る
に
至
つ

た
が
、
祖
謙
は
な
お
も
毛
伝
や
鄭
筆
と
い
っ
た
古
注
を
墨
守
し
続
け
た
の
で

あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
祖
謙
の
浸
後
、
朱
子
は
本
書
の
序
を
作
り
、

そ
こ
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
こ
に
引
か
れ
た
も
の
は
私
の
若
か
り
し
頃
の
浅

学
非
才
の
説
で
あ
る
が
、
伯
恭
父
は
誤
っ
て
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
私
は
自
ら
そ
の
説
に
い
ま
だ
穏
や
か
で
な
い
も
の
が
あ
り
、

さ
ら
に
改
訂
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
た
。
伯
恭
父
な
ら

ば
そ
の
点
に
疑
問
を
抱
か
な
い
は
ず
は
な
い
。

私
は
ひ
そ
か
に
こ
の
こ
と
に

『
四
時
全
書
総
目
提
嬰
』
日
出
謙
「
呂
氏
家
塾
読
詩
一
記
」
訳
注
(
重
野
)

困
惑
し
て
い
る
。
い
ま
ま
さ
に
互
い
に
そ
の
学
説
を
繰
り
返
し
ゃ
り
取
り
し
、

そ
の
う
え
で
最
も
真
実
に
近
い
も
の
に
帰
結
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
伯

恭
父
は
す
で
に
こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
云
々
」
。

こ
の
発
言
を
鑑
み
る

に
、
こ
の
序
は
祖
謙
の
弟
で
あ
る
呂
祖
約
の
要
求
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、

か
な
り
以
前
よ
り
朱
子
が
自
説
に
対
し
て
深
く
不
平
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が

見
う
け
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
今
に
至
る
ま
で
呂
氏
、
朱
子
の
両
説
は
と

も
に
支
持
さ
れ
、
呂
氏
の
書
を
愛
好
す
る
者
は
、
結
局
は
絶
え
て
い
な
い
。

注(
二
百
氏
家
塾
讃
詩
記

『
呂
氏
家
塾
読
詩
記
』
の
南
宋
刊
本
は
以
下
の
三
系
統
に
分
類
さ
れ
る
。

呂
祖
謙
撰
。
三
十
二
巻
。
朱
喜
…
の
原
序
を
附
す
。

①
淳
照
江
西
潜
台
本

②
建
寧
本

③
屑
山
賀
春
卿
重
刻
本

①
は
淳
照
九
年
(
一
一
八
一

図
書
館
所
蔵
。
『
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
(
北
京
図
書
館
編
、
主
回
目

文
献
出
版
社
、
一
九
八
七
年
七
月
)
「
経
部
」
に
拠
れ
ば
、
三
十
二
巻
、

二
十
冊
、
半
葉
九
行
、
毎
行
十
九
字
、
小
字
双
行
、
問
自
口
、
左
右
双
辺
、

)
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、

原
本
は
北
京

朱
喜
…
の
序
、
尤
衰
の
政
を
附
し
て
い
る
。
そ
の
影
印
は
「
四
部
叢
刊
続
編
」

一
六
五
頁
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経
部
(
上
海
街
務
印
書
館
景
印
、

再
造
善
本
叢
室
田
」
唐
宋
編
経
部
(
北
京
図
書
館
出
版
社
景
印
、
二

O
O
一ニ

年
六
月
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
わ
が
宮
内
庁
書
陵
部
に
も
南
宋
版

を
二
部
蔵
し
、
い
ず
れ
も
「
半
葉
十
二
行
、
毎
行
二
十
二
字
」
で
あ
り
、

北
京
図
書
館
所
蔵
の
江
西
潜
台
本
の
版
式
と
は
異
な
る
。
む
し
ろ
つ
ぎ
に

あ
げ
る
「
建
寧
本
」
に
近
い
が
、
文
字
の
異
同
な
ど
が
江
西
潜
台
本
と
較

べ
て
も
き
わ
め
て
少
な
い
た
め
、
こ
の
系
統
の
覆
刻
本
と
み
な
さ
れ
て
い

一
九
三
四
年
一
月
)
、

お
よ
び

中
華

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
阿
部
経
一
氏
「
日
本
田
見
在
宋
元
版
本
志
経
部
」

(
『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
』
第
一
巻
「
宋
元
版
篇
」
慶
一
熔
義
塾
大
学
的
属
研

究
所
斯
道
文
庫
編
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
一
月
、
所
収
)
が
字
様
・

刻
工
な
ど
に
基
づ
き
詳
し
く
考
証
さ
れ
て
お
り
、

安
本
、

一
つ
を
南
宋
後
期
修
建

い
ま
一
つ
を
江
西
丘
氏
原
刻
本
に
基
づ
く
漸
に
お
け
る
翻
版
と
断

ぜ
ら
れ
た
。

ま
た
後
者
の
影
印
は
「
日
本
宮
内
庁
圭
一
日
陵
部
蔵
宋
元
版
漢
籍

影
印
叢
書
」
第
萱
輯
(
線
装
室
田
局
景
印
、
二

O
O
一
年
十
二
月
)
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。

②
は
淳
煎
九
年
(
一
一
八
二
)
に
書
か
れ
た
尤
衰
の
政
に
、
「
東
川
士

0

0

0

0

 

子
家
賓
其
書
、
市
一
編
映
既
多
、
停
窮
易
誤
、
建
寧
所
刻
益
又
脱
遺
。
其
友

丘
潜
{
一
ボ
卿
、
惜
其
惇
之
未
出
演
、
始
銭
木
於
江
西
漕
牽
。
(
東
州
の
士
子
家

主
〈
の
書
を
宝
と
す
る
も
、
市
る
に
一
線
帳
既
に
多
く
、
伝
写
誤
り
易
く
、
建

一
六
十
ハ
頁

寧
の
所
刻
は
益
ま
す
又
た
脱
遺
あ
り
。
其
の
友
丘
漕
宗
卿
、
其
の
伝
の
未

だ
広
ま
ら
ざ
る
を
惜
し
み
、
始
め
て
木
を
江
西
潜
台
に
銭
す
ご
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
と
き
淳
照
江
西
漕
台
本
に
先
立
っ
て
す
で
に
刻
本
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
建
寧
所
刻
」
と
は
、
す
な
わ
ち
建
寧
府
(
現
在

の
福
建
省
建
甑
市
)
に
て
出
版
さ
れ
た
版
本
で
あ
る
。
清
の
子
敏
中
ら
に

よ
る
『
天
禄
琳
浪
書
目
』
巻
一
に
は
「
東
莱
家
塾
讃
詩
記
」
と
題
し
て
本

音
一
日
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
版
本
は
三
十
二
巻
、
二
函
十
六
冊
の
巾
箱

本
で
あ
り
、
も
と
は
幸
一
一
回
酒
収
蔵
家
と
し
て
知
ら
れ
る
明
の
項
元
休
(
一
五

二
五
(
)
一
五
九

O
、
秀
水
橋
李
の
人
、

は
子
京
、
墨
林
山
人
、
香
崖
居

士
、
退
密
斎
主
人
な
ど
と
号
す
)
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

0

0

0

0

 

る
。
ま
た
「
巻
約
{
子
工
、
猶
属
問
中
蕎
刻
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が

建
寧
本
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
天
禄
琳
浪
書

居
後
編
』
巻
二
に
は
同
じ
く
二
函
十
六
冊
の
宋
巾
箱
本
を
二
部
著
録
し
て

い
る
。
版
式
に
つ
い
て
、
そ
の
一
つ
は
「
毎
絞
十
二
行
、
毎
行
二
十
二
字
」

と
い
い
、
い
ま
一
つ
は
「
十
四
行
十
九
字
」
、
さ
ら
に
は
「
且
注
中
引
諸

家
姓
氏
皆
用
白
文
」

そ
れ
は
明
ら
か
に
江
西
漕
台
本
の
版
式
と

は
異
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
建
寧
本
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
る
。
但
し
二
書
と
も
に
尤
衰
の
践
を
附
す
こ
と
か
ら
建
寧
本
原
本
で

そ
の
系
統
の
覆
刻
本
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
北

と
あ
り
、

は
な
く
、



京
大
学
図
書
館
に
も
莫
友
芝
旧
蔵
の
南
宋
版
を
一
部
蔵
し
て
お
り
、
そ
れ

も
半
葉
十
四
行
、
毎
行
十
九
字
と
、
『
天
禄
琳
油
収
書

g
後
編
』
に
み
え
る

十
四
行
本
と
版
式
を
同
じ
く
す
る
こ
と
か
ら
建
寧
本
で
は
な
い
か
と
察
せ

ら
れ
る
。

③
は
貌
了
翁
の
後
序
を
附
す
。
『
提
要
』
の
後
文
に
も
若
干
こ
れ
に
つ

い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
物
は
お
ろ
か
、
確
か
な
記
録
さ
え
も

伝
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
未
詳
で
あ
る
。

な
お
詳
細
は
省
く
が
、
本
書
は
明
代
以
降
に
も
多
く
の
刊
本
が
出
版
さ

れ
、
そ
の
い
く
つ
か
は
、
清
の
張
海
腕
の
「
墨
海
金
壷
」
や
銭
儀
吉
の
「
経

苑
」
、
拐
丹
鳳
の
「
金
華
叢
書
」
な
ど
の
叢
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
は
以
下
に
述
べ
る
陸
試
の
序
の
ご
と
く
、
重
刊
さ
れ
た
際
に
は
そ
の

校
刊
者
の
序
文
も
あ
わ
せ
て
附
さ
れ
た
り
も
し
て
い
る
。
ま
た
、
わ
が
元

禄
九
年
(
一
六
九
六
)
に
は
、
明
の
史
樹
徳
ら
校
刊
に
よ
る
万
暦
四
十
一

刊
本
の
和
刻
本
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、

に
も
重
刻
さ
れ
て
い
る
。

年
(
一
六
二
ニ
)

こ
れ
は
宝
永
元

年
(
一
七

O
四
)

こ
れ
は
い
ず
れ
も
三
十
二
巻

十
冊
で
あ
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
南
宋
版
に
つ
い
て
は
、
黄
華
珍
氏

「
宮
内
庁
書
陵

部
所
蔵
宋
元
版
の
一
考
察
」
(
『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
紀
要
』
〈
外
国
語
学
部

編
〉
第
四
十
四
集
、

二
O
O
五
年
二
月
)

に
詳
細
な
解
題
が
備
わ
り
、
こ

『
四
臨
全
世
一
一
吋
内
総
自
慢
一
安
』
日
出
組
謙
「
呂
氏
家
訟
読
詩
記
」
訳
注
(
重
野
)

れ
ら
三
系
統
に
つ
い
て
も
締
か
く
言
及
さ
れ
て
い
る
。

合

二

漸

江

、

在

汝

環

家

蔵

本

で

用

い

ら

れ

た

テ

ク

ス

ト

に

ま、

「
西
庫
全
書
」

お
お
む
ね
以
下
の
六
種
が
あ
る
。

勅
撰
本
(
清
初
よ
り
乾
隆
時
ま
で
の
街
に
勅
令
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ

た
も
の
)

内
府
蔵
本
(
武
英
殿
な
ど
宮
中
に
所
蔵
さ
れ
、
御
覧
に
供
す
る
た
め

の
も
の
)

永
楽
大
典
本
(
明
代
の
類
書
『
永
楽
大
典
』
中
よ
り
数
侠
書
を
拾
い

集
め
た
も
の
)

各
省
採
進
本
(
各
地
の
巡
撫
が
民
間
よ
り
徴
発
も
し
く
は
購
入
し
た

も
の
)

-
家
蔵
本
(
蔵
書
家
よ
り
借
用
の
形
で
提
供
さ
せ
た
も
の
)

-
通
行
本
(
巷
間
に
流
布
す
る
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
も
の
)

「
注
汝
環
」
(
生
卒
年
未
詳
)
、
字
は
坤
伯
、
機
原
と
号
す
。
清
、
銭
塘

(
現
在
の
斯
江
省
杭
州
市
)
の
人
。
清
代
の
著
名
な
蔵
書
家
で
あ
る
注
憲

(
康
照
六
十
年
〔
一
七
二
二

i
乾
隆
三
十
六
年
(
一
七
七
二
、
字
は
千

破
、
漁
亭
と
号
す
。
乾
隆
十
年
の
進
士
。
刑
部
主
事
、
挟
西
員
外
郎
な
ど

そ
の
死
後
、
振
締
堂
書
楼
を
継
承
し
た
。
こ
こ
に
は

お
よ
そ
六
百
種
も
の
善
本
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
「
四
庫
全
主
日
」
編
纂
に
あ

を
歴
任
)

の
長
子
。

一
六
七
頁



筑
波
中
国
文
化
論
叢
第
三
十
三
号

O 
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一
在
汝
環
は
所
蔵
の
典
籍
二
百
十
九
種
を
進
呈
し
、
の
ち
さ
ら
に
百

種
を
献
上
し
た
。
そ
の
う
ち
実
際
に
「
四
庫
全
書
」
に
著
録
さ
れ
た
の
は
、

百
五
十
二
種
、
存
目
百
二
十
二
種
、
計
千
八
百
九
十
四
巻
で
あ
っ
た
。
な

た
り
、

お
、
「
四
庫
全
書
」
に
収
め
ら
れ
た
家
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
鄭
偉
章
氏
『
書

林
叢
考
』
(
増
補
本
、
岳
麓
書
社
、
二

O
O
八
年
七
月
)
に
詳
述
さ
れ
て
い

る。
(
三
)
呂
祖
謙

南
宋
、
高
宗
、
紹
興
七
年
(
一
二
二
七

)
1
孝
宗
、
淳
照

八
年
(
一
一
八
二
。
字
は
伯
恭
、
号
は
東
莱
、
そ
の
た
め
東
莱
先
生
と
称

せ
ら
る
。
訟
は
成
公
。
金
華
県
婆
州
(
現
在
の
瓶
江
省
金
華
市
)
の
人
。

父
は
呂
大
器
、
弟
は
呂
祖
倹
。
学
者
の
家
系
に
生
ま
れ
、
隆
興
年
間
(
一

一
六
三
(
〉
六
四
)
に
進
士
と
な
り
、
向
時
に
博
学
宏
語
科
に
及
第
し
、
太

学
博
士
、
直
秘
関
著
作
郎
、
国
史
段
編
修
官
な
ど
を
歴
任
し
た
。
文
章
に

長
じ
、
学
風
は
古
義
を
宗
と
し
、
と
り
わ
け
『
毛
詩
』
と
『
春
秋
』
を
も

っ
て
知
ら
れ
、
ま
た
七
史
に
よ
く
通
じ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
朱
烹
、

張
拭
ら
と
並
び
東
南
三
賢
と
称
せ
ら
れ
た
。
ま
た
交
友
は
広
く
、
朱
喜
…
と

学
説
が
対
立
し
た
陸
九
齢
、
陸
九
淵
兄
弟
と
議
論
を
戦
わ
せ
た
、
い
わ
ゆ

の
仲
介
も
行
っ
た
。
著
作
と
し
て
は
、
本
稿
で
取
り
あ

る

「
鵠
湖
の
会
」

げ
る
『
呂
氏
家
塾
読
詩
記
』
一
二
十
二
巻
の
ほ
か
、
吋
士
口
周
易
』

莱
左
氏
博
議
』
二
十
五
巻
、
『
呂
東
莱
先
生
文
集
』
四
十
巻
、
『
宋
文
鑑
』
(
編

一
巻
、
『
東

一
六
八
頁

著
)
百
五
十
巻
な
ど
多
数
あ
り
、
朱
喜
…
と
の
共
編
に
よ
る
『
近
思
録
』
十

四
巻
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
近
年
、
斯
江
古
籍

出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
呂
祖
謙
全
集
』
全
十
六
冊
(
黄
霊
庚
、
呉
戦

塁
主
編
、
二

O
O
八
年
一
月
)
に
収
め
ら
れ
、
容
易
に
み
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
伝
は
吋
宋
史
』
巻
四
百
三
十
四
「
儒
林
四
」
、
及
び
空
木

元
学
案
』
巻
五
十
一
「
東
莱
学
案
」
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
伝
記
研

究
と
し
て
は
、
播
宮
田
思
・
徐
余
慶
氏
『
呂
祖
謙
評
伝
』
(
中
居
思
想
家
評
伝

叢
室
ベ
南
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
一
月
)
、
杜
海
軍
氏
守
口
祖
謙
年

譜
』
(
年
譜
叢
刊
、
中
華
書
局
、
二

O
O
七
年
八
月
)
が
あ
り
、
朱
喜
…
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
市
来
津
由
彦
氏
『
朱
喜
…
門
人
集
団
形
成
の
研
究
』
(
東

洋
学
叢
書
、
創
文
社
、
二

O
O
二
年
三
月
)
に
詳
し
い
。

(
四
)
古
罵
易
一
巻
(
十
二
編
)
。
呂
祖
謙
の
自
序
、
朱
烹
の
抜
を
附
す
。

そ
の
政
文
に
、
「
淳
熊
九
年
(
一
一
八
二
)
夏
六
月
庚
子
朔
日
ご
と
あ
る
こ

と
か
ら
成
書
の
年
代
が
知
ら
れ
る
。
「
古
易
」
と
は
、
吉
文
易
の
こ
と
で
あ

り
、
今
文
(
漢
代
に
通
行
し
た
隷
書
で
書
か
れ
た
も
の
)
に
よ
る
『
周
易
』

で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
異
な
る
家
主
回
系
統
の
古
宇
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
編
次
に
つ
い
て
は
今
文
・
古
文
と
も
に
大
差
な
く
、
い
ず
れ
も

上
経
・
下
経
、
お
よ
び
伝
に
あ
た
る
「
十
翼
」
(
象
伝
上
・
下
、
象
伝
上
・

下
、
「
繋
辞
伝
上
・
下
、
文
言
伝
、
説
卦
伝
、
序
卦
伝
、
雑
卦
伝
)
の
全
十



二
編
か
ら
成
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
司
漢
書
ピ
勢
文
志
に
、
「
易
経
十
二
篇
、

施
孟
梁
丘
三
家
」
と
今
文
易
を
著
録
す
る
が
、
そ
こ
に
顔
部
古
が
「
上
下

経
及
十
翼
。
故
十
二
篇
」
と
注
す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
ま
た
古
文
易

は
、
京
房

(
前
七
七

i
前
三
七
、
字
は
君
明
)

に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
占

候
易
(
今
文
)

に
対
し
、
象
数
易
を
基
本
と
し
た
。

の
ち
に
古
文
易
は
民

間
に
お
い
て
前
漢
の
費
註
(
生
卒
年
未
詳
、

は
長
翁
、
東
莱
の
人
、
『
漢

世
一
一
回
』
儒
林
伝
に
み
え
る
)
に
よ
っ
て
特
に
広
め
ら
れ
た
。
そ
の
系
統
は

氏
易
」
な
ど
と
称
せ
ら
れ
、
後
漢
の
馬
一
鰍
(
七
九
(
)
二
ハ
六
、
字
は
季
長
)
、

そ
の
弟
子
の
鄭
玄
(
一
二
七
(
)
一
一

O
O、
字
は
康
成
)
、
さ
ら
に
は
萄
爽
(
一

二
八
(
)
一
九

O
、
字
は
慈
明
)
ら
に
よ
っ
て
主
流
を
な
し
、
貌
の
王
弼
(
一

二
六
/
¥
ノ
二
四
九
、
字
は
輔
嗣
)
が
こ
れ
を
大
成
し
た
。
さ
ら
に
孔
穎
達
(
五

七
回
f

よ
ハ
四
八
、

は
仲
達
)
が

「
正
義
」

に
王
弼
注
を
採
用
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
そ
の
地
位
は
不
動
の
も
の
と
な
る
が
、
多
く
の
学
者
の
手
を
経

た
が
ゆ
え
に
、
本
来
の
古
文
易
の
姿
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、

北
宋
に
至
っ
て
こ
れ
を
復
元
・
校
訂
す
る
試
み
が
な
さ
れ
た
。
呂
大
防
(
一

O
二
七
(
J

一
O
九
七
、
{
子
は
微
仲
)

れ
を
受
け
て
、

の
『
周
易
吉
経
』
二
巻
が
そ
の
先
縦

で
あ
り

(

一

O
五
九

i
一

一
二
九
、
字
は
以

晃
説
之

道
)

の
『
古
周
易
』
八
巻
、
静
季
官
一
(

四

一
七
一
二
、
字
は
士

龍
)

の
『
古
文
周
易
』
十
二
巻
、
程
、
週
(
生
卒
年
未
詳
、
{
子
は
可
久
)

『
間
距
全
書
総
目
提
嬰
』
口
ru
知
識
「
呂
氏
家
塾
読
詩
記
」
訳
注
(
章
一
野
)

巻
、
李
煮
(
一

『
周
易
古
経
』
八
篇
、
呉
仁
傑
(
生
卒
年
未
詳
、
{
子
は
斗
南
)
の
『
古
周

易
』
十
二
巻
な
ど
が
著
さ
れ
た
。
本
書
も
そ
の
学
術
の
流
れ
の
な
か
で
生

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
朱
喜
…
が
『
照
易
本
義
』
十
二
巻
を
編
纂
す
る

に
あ
た
っ
て
本
書
を
底
本
と
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
『
直
斎
書
録
解
題
』

「
易
」
、
『
経
義
考
』
巻
三

『
古
周
易
考
』

一
五
Lノ

一
八
四
、
字
は
仁
甫
)
。コ

巻

「
易
類
」
、
『
宋
史
』
巻
二
百
二
、
整
文
一

十
「
易
二
十
九
」
に
著
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ
書
名
を

0

0

0

0

0

 

し
、
『
書
録
解
題
』
は
「
古
易
十
二
審
音
訓
二
巻
」
と
す
る
)
。
ま
た
『
提

要
』
巻
三
、
経
部
三
「
易
類
三
」
に
も
著
録
す
る
。

(
五
)
朱
子
南
宋
、
高
{
末
、
建
炎
四
年
二
二
二

O
)
'
'
¥ノ
寧
宗
、
慶
元
六

年

三

二

O
O
)
。
名
は
菜
、
字
は
元
晦
、
あ
る
い
は
仲
晦
と
い
い
、
号
は

晦
庵
、
別
に
紫
陽
、
考
古
午
、
新
安
な
ど
と
号
し
た
。
南
剣
尤
渓
(
現
在
の

福
建
省
尤
渓
県
)
で
生
ま
れ
た
。
祖
籍
は
徽
州
婆
源
県
(
現
在
の
江
西
省

で
あ
り
、
徽
州
は
新
安
郡
の
別
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
新
安
の
人

父
は
朱
松
(
一

O
九

七

{

)

一

は

喬

年

)

。

紹

興

「
古
易
」

と
す
る

但

婆
源
県
)

と
名
乗
っ
た
。

一
回
一
二
、

十
八
年

一
回
八
)
、
十
九
歳
の
と
き
進
士
に
及
第
し
て
向
安
県
の
主
簿

と
な
っ
た
が
、
在
任
四
年
に
し
て
宮
を
退
き
、

郷
里
に
帰
っ
て
学
問
に
つ

と
め
た
。

の
ち
に
程
類
、
程
顕
の
学
統
を
引
く
李
伺
(
一

O
九
三

i
一

に
道
学
を
学
び
、
そ
の
後
継
者
に
指

。〉

六
三
、
字
は
慰
中
、

延
平
と
号
す
)

一
六
九
頁



筑
波
中
国
文
化
論
叢
第
三
十
三
号

O 

i現

一
七
九
)
、
南
康
軍
知
事
と
な

名
さ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
淳
照
六
年
(
一

り
、
庭
山
の
白
鹿
沼
書
院
を
復
興
さ
せ
、
自
ら
教
鞭
を
執
っ
て
講
学
を
行

っ
た
。
淳
煎
八
年
に
は
斯
東
提
挙
と
な
り
、
宮
僚
に
対
す
る
度
重
な
る
弾

劾
を
行
っ
た
。
後
年
寧
宗
が
即
位
し
た
と
き
、
宰
相
の
越
汝
愚
換
の
登
用

に
よ
っ
て
、
章
間
待
制
、
兼
侍
講
と
し
て
中
央
に
召
さ
れ
た
。
し
か
し
、

政
権
を
握
っ
た
韓
仮
出
向
は
、
組
汝
愚
燥
、
朱
喜
…
を
は
じ
め
五
十
九
人
を
偽

党
と
し
、
理
学
を
偽
学
と
し
て
徹
底
的
に
弾
圧
し
た
(
慶
元
の
党
禍
)
。
そ

の
た
め
朱
烹
は
出
仕
後
わ
ず
か
四
十
日
あ
ま
り
で
罷
免
さ
れ
、
失
意
の
う

ち
に
生
涯
を
終
え
た
。
し
か
し
、
韓
佐
習
の
死
後
、
文
公
と
一
読
さ
れ
、
淳

祐
元
年
(
一
二
四
二
、
孔
子
廟
に
従
記
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
生
涯
の
多
く

を
著
述
と
講
学
に
尽
く
し
、
照
敦
服
、
二
程
子
ら
宋
の
理
学
を
集
大
成
し

た
。
著
に
『
周
易
本
義
』
十
二
巻
、
『
詩
集
伝
』
二
十
巻
、
『
図
書
章
句
集

注
』
二
十
六
巻
、
『
儀
礼
経
伝
通
解
』
三
十
七
巻
、
『
資
治
通
鑑
綱
目
』
五

十
九
巻
、
『
楚
辞
集
注
』
八
巻
、
吉
崎
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
百
巻
、
門
人

と
の
座
談
を
ま
と
め
た
『
朱
子
語
類
』
百
四
十
巻
な
ど
多
数
あ
る
。
伝
は

『
宋
史
』
巻
四
百
二
十
九
「
道
学
三
」
、
お
よ
び
『
宋
元
学
案
』
巻
四
十
八
、

四
十
九
「
晦
翁
学
案
上
・
下
」
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。

近
年
刊
行
さ
れ
た
朱
蒸
の
詩
経
学
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
研

以
下
、

究
を
挙
げ
て
お
く
。

一七

O
真

黄
忠
慎
氏
『
朱
子
《
詩
経
》
学
新
探
』
(
五
南
図
書
出
版
公
司

0
0
二
年
一
月
)

-
檀
作
文
氏
『
朱
喜
…
詩
経
学
研
究
』
(
学
苑
出
版
社
、

二

O
O
一
二
八
月

年-
鄭
其
昌
氏
『
朱
喜
…
詩
経
詮
釈
学
美
学
研
究
』
(
北
京
商
務
印
書
館
、

二
O
O
四
年
七
月
)

-
王
比
四
氏
『
朱
喜
…
詩
教
思
想
研
究
』
(
北
京
大
学
出
版
社
、

二
O
O
九

年
十

月

-
陳
鴻
儒
氏
『
朱
喜
…
《
詩
》
韻
研
究
』
(
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、

O
一
二
年
三
月
)

-
同
一
〈
洋
氏
『
朱
喜
…
《
詩
経
》
学
思
想
探
源
及
研
究
』
(
国
学
研
究
文
庫
、

社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二

O
一
四
年
五
月
)

(
六
)
後
朱
子
改
従
鄭
樵
之
論
、
自
費
前
説
「
鄭
樵
」
(
北
宋
、
徽
宗
、
崇

寧
三
年
〔
一
一

O
四〕

i
南
宋
、
高
宗
、
紹
興
三
十
二
年
〔
一
一
六
二
〕
)

は
南
宋
の
儒
学
者
、
史
学
者
。
字
は
漁
仲
、
渓
西
逸
民
、
失
深
先
生
と
口
す

す
。
南
田
県
(
現
在
の
福
建
省
蕎
田
市
)
の
人
。
枢
密
続
編
修
宮
と
な
り
、

勅
命
に
よ
っ
て
『
通
士
山
』
二
百
巻
を
著
し
た
。
伝
は
『
宋
史
』
巻
四
百
三

十
六
「
儒
林
六
」
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
著
作
は
多
数
あ
る
が
、
『
通
士
山
』

の
ほ
か
に
現
存
し
て
い
る
も
の
は
、
「
爽
涼
遺
稿
』
三
巻
、
『
爾
雅
注
』
三



巻
、
『
六
経
奥
論
』
六
巻
(
偽
者
一
一
日
説
あ
り
)
、
『
詩
』
の
注
釈
で
あ
る
『
詩
緋

妄
』
一
巻
(
原
六
巻
、
顧
額
剛
輯
供
、
排
偽
叢
利
所
収
、
撲
社
、
一
九
三

三
年
七
月
)
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
詩
経
解
釈
史
に
お
い
て
は
、
特
に

詩
序
批
判
を
展
開
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
伝
記
お
よ
び
そ
の
著
述
に
つ

い
て
は
、

-
顧
頭
剛
「
鄭
樵
伝
」
(
『
国
学
季
刊
』
一
巻
i

一
号
、
毘
立
北
京
大
学
、

一
九
二
三
年
一
月
)

-
同
「
鄭
樵
著
述
稿
」
(
『
毘
学
季
刊
』

一
巻
l

二
号
、
国
立
北
京
大
学
、

一
九
二
三
年
二
月
)

の
研
究
が
あ
り
、
特
に
近
年
に
お
い
て
は
、

・
呉
懐
訣
氏
『
鄭
樵
研
究
』
(
度
門
大
学
国
学
研
究
院
資
助
出
版
叢
書
、

度
内
大
学
出
版
部
、
二

O
一
O
年
十
一
月
)

が
最
も
詳
し
い
。
ま
た
経
解
に
聞
出
し
て
の
専
論
に
は
、

・
江
口
尚
純
氏
「
鄭
樵
の
詩
経
学
(
こ
ー
ー
そ
の
学
説
と
立
場
i

l
」

(
『
詩
経
研
究
』
第
十
一
号
、

一
九
八
六
年
十
二
月
)

-
同
氏
「
鄭
樵
の
経
書
観
i

i

特
に
そ
の
詩
経
学
・
春
秋
学
を
め
ぐ
っ

て
」
(
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
四
号
、

が
あ
る
。

一
九
九
二
年
十
月
)

な
お
後
年
の
朱
喜
…
が
鄭
樵
の
詩
説
、

と
り
わ
け
そ
の
詩
序
批
判
に
強
く

『
四
臨
ん
危
害
総
目
提
一
安
』
日
組
一
謙
「
日
氏
家
単
一
読
詩
記
」
訳
注
(
重
野
)

影
響
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
朱
子
語
類
』
巻
八
十
、
詩
一
「
綱
領
」

0

0

0

0

0

0

0

 

に
お
い
て
自
ら
「
詩
序
賓
不
足
信
。
向
見
鄭
漁
仲
有
詩
排
妄
、
力
誌
詩
序
、

其
間
言
語
太
甚
、
以
矯
皆
目
疋
村
野
妄
入
所
作
。
始
亦
疑
之
。
後
来
子
細
看

一
雨
篇
、
回
出
質
之
史
記
菌
語
、
然
後
知
詩
序
之
果
不
足
信
。
(
詩
序
は
実
に

っ

と

そ

し

信
ず
る
に
足
ら
ず
。
向
に
鄭
漁
仲
に
詩
排
妄
有
り
、
力
め
て
詩
序
を
誌
り
、

其
の
間
の
言
語
太
甚
だ
し
く
、
以
て
皆
な
是
れ
村
野
妄
人
の
作
り
し
所
と

為
す
を
見
る
。
始
め
亦
た
之
を
疑
ふ
。
後
来
に
子
細
に
一
両
篇
を
看
、
因

り
て
之
を
史
記
・
国
語
に
質
し
、
然
る
後
に
詩
序
の
果
た
し
て
信
ず
る
に

足
ら
ざ
る
を
知
れ
り
ご
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
南
宋
、
黄
震
『
黄
氏
自

紗
』
巻
西
「
読
毛
詩
」
に
、
「
雪
山
王
公
質
、
失
深
鄭
公
樵
、
始
皆
去
序
市

言
詩
。
輿
諸
家
之
説
不
向
。
晦
庵
先
生
、
図
鄭
公
之
説
、
東
皿
去
美
刺
、
探

求
古
始
。
其
説
頗
驚
俗
、
，
雄
東
莱
不
能
無
疑
駕
。
(
雪
山
の
王
公
質
、
失
深

の
鄭
公
樵
、
始
め
て
比
白
な
序
を
去
り
て
詩
を
言
ふ
。
諸
家
の
説
と
同
じ
か

ら
ず
。
晦
庵
先
生
、
鄭
公
の
説
に
因
り
、
尽
く
美
科
を
去
り
、
古
始
を
探

求
す
。
其
の
説
頗
る
俗
を
驚
か
し
、
東
莱
と
錐
も
疑
ひ
無
き
能
は
ず
ご
と

あ
り
、
王
応
麟
の
『
国
学
紀

m
E
巻
三
「
詩
」
に
も
、
「
朱
子
詩
序
排
説
、

多
取
鄭
漁
仲
詩
緋
妄
。
(
朱
子
の
詩
序
排
説
は
、
多
く
鄭
漁
仲
の
詩
排
妄
に

取
る
ご
と
の
指
摘
が
す
で
に
み
え
て
い
る
。

(
七
)
朱
子
作
是
書
序
稽
:
:
:
市
伯
恭
父
己
下
世
云
云

『
呂
氏
家
塾
読
詩

一
七
一
頁
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記
』
に
お
け
る
朱
烹
の
序
(
『
文
集
』
巻
七
十
六
で
は
「
呂
氏
家
塾
読
詩
記

後
序
」
と
す
る
)
に
、
「
雄
然
、
此
書
所
謂
朱
氏
者
、
寅
喜
…
少
時
浅
陪
之
説
、

而
伯
恭
父
誤
有
取
駕
。
其
後
歴
時
既
久
自
知
其
説
有
所
未
安
。
如
雅
鄭
邪

正
之
云
者
、
或
不
免
有
所
更
定
、
則
伯
恭
父
反
不
能
不
霊
疑
於
其
問
。
寮

繕
惑
之
。
方
終
相
輿
反
復
其
説
、
以
求
異
是
之
軒
、
市
伯
恭
父
己
下
世
失
。

鳴
呼
伯
恭
父
己
失
。
(
然
り
と
錐
も
、
比
の
蓄
の
所
謂
る
朱
氏
な
る
者
は
、

実
に
烹
の
少
時
浅
植
の
説
に
し
て
、
伯
恭
父
誤
っ
て
取
る
有
り
。
主
(
の
後

時
を
歴
る
こ
と
既
に
久
し
う
し
て
自
ら
其
の
説
に
未
だ
安
ら
か
な
ら
ざ
る

所
有
る
を
知
る
。
雅
鄭
邪
正
の
云
ひ
の
如
き
は
、
或
い
は
更
定
す
る
所
有

る
を
免
れ
ず
、
別
ち
伯
恭
父
反
っ
て
疑
を
其
の
間
に
置
か
、
さ
る
こ
と
能
は

ず
。
喜
…
向
精
か
に
之
に
惑
ふ
。
方
に
将
に
相
ひ
与
に
其
の
説
を
反
復
し
、
以

て
真
是
の
帰
を
求
め
ん
と
す
る
も
、
伯
恭
父
己
に
下
世
せ
り
。
鳴
呼
伯
恭

父
巳
ん
ぬ
ご
と
あ
る
。

(
八
)
其
弟
被
約
之
誇

「
祖
約
」
は
、
呂
祖
倹
(
南
宋
、
。
・

1
寧
{
一
示
、
慶

一
九
八
〕
)
を
指
す
。
字
は
子
約
、
晩
年
の
号
は
大
愚
。
『
提

「
祖
約
」
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
金
華
の
人
。
著
に
吋
大

愚
集
』
な
ど
が
あ
る
。
伝
は
『
宋
史
』
巻
四
百
五
十
五
「
忠
義
十
へ
お
よ

び
『
宋
元
学
案
』
巻
五
十
一
「
東
莱
学
案
」
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

朱
烹
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
市
来
氏
前
掲
幸
一
日
に
詳
し
い
。

元
四
年
(
一

要
』
が

一
七
二
頁

呂
子
約
が
朱
喜
…
に
『
読
詩
記
』
の
序
文
を
依
頼
し
た
こ
と
は
、

そ
の
序
に
、
「
伯
恭
父
之
弟
子
約
、
既
以
是
書
授
其
兄
之
友
郎
侯
宗
卿
。
而

宗
期
終
矯
版
本
以
簿
永
久
、
且
以
書
開
局
喜
…
序
之
。
喜
…
不
得
辞
也
。
乃
客
一
矯

之
説
、
因
弁
附
其
所
疑
者
。
以
血
〈
西
方
向
志
之
士
共
之
、
而
又
以
識
予
之

悲
恨
云
一
街
。
淳
照
壬
寅
九
月
己
卯
、
新
安
朱
喜
…
叙
。
(
佑
恭
父
の
弟
子
約
、

既
に
是
の
書
を
以
て
其
の
兄
の
友
郎
侯
宗
卿
に
授
く
。
市
し
て
{
一
ポ
卿
将
に

版
本
を
為
り
て
以
て
永
久
に
伝
へ
ん
と
し
、
且
つ
書
を
以
て
喜
…
に
属
し
て

之
に
序
せ
し
む
。
烹
辞
す
る
を
得
、
ざ
る
な
り
。
乃
ち
路
、
ぼ
之
が
説
を
為
し
、

因
っ
て
井
せ
て
其
の
疑
し
き
所
の
者
に
約
す
。
以
て
四
方
の
同
志
の
士
と

又
た
以
て
予
が
悲
恨
を
識
す
と
爾
か
云
ふ
。
淳
照
壬
寅

と
み
え
る
。

な
お
、

之
を
共
に
し
て
、

九
月
己
卯
、
新
安
朱
烹
叙
す
)
」

{
二
}
陳
振
孫
書
録
解
題
稿
、
自
篤
公
劉
以
下
、
編
纂
己
備
、
市
篠
例
未
完
。

(
二
)
し
ド
(
一
一
)

向
学
者
惜
之
。
此
本
矯
陸
武
所
重
刊
。
武
序
稿
、
得
宋
本
於
友
人
竪
存
叔
。
呂

し

ド

し

ド

氏
童
日
凡
二
十
二
巻
、
公
劉
以
後
、
其
門
人
績
成
之
。
輿
陳
氏
所
説
小
異
、
亦

不
言
門
人
矯
誰
。
然
書
録
解
題
及
宋
史
認
古
文
士
山
、
均
著
録
三
十
二
巻
、
如
意

'恥'

時
之
本
巳
如
此
。
武
所
云
云
、
或
因
戴
渓
有
績
一
讃
詩
記
三
巻
、
遂
誤
以
後
十

む
し
ド
ト

i
i

し
ド

巻
骨
閏
之
敗
。
棟
振
孫
稿
、
主
〈
博
採
諸
家
、
存
其
名
氏
、
先
列
訓
話
、
後
陳
文
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義
。
蕩
裁
貫
穿
、
如
出
一
手
。
有
一
助
夜
明
、
則
別
出
之
。
詩
的
尚
子
之
詳
正
、
未

有
途
於
此
書
者
。
貌
了
翁
作
後
序
、
則
稀
其
能
後
明
詩
人
病
自
厚
市
薄
責
於

人
之
旨
。
二
人
各
翠
一
義
、
己
絡
議
日
疋
書
所
長
失
。
了
翁
後
序
、
乃
矯
眉
山

しド・・・・

賀
春
卿
重
刻
日
疋
主
同
部
作
。
時
。
去
祖
謙
波
未
遠
、
市
版
己
再
新
、
知
宋
人
絶
重

是
書
也
。

〔
校
勘
〕

①
書
前
提
要
は
「
刻
」
に
作
る
。

②
書
前
提
要
に
こ
の
字
無
し
。

③
書
前
提
要
は
「
存
」
に
作
る
。

④
殿
版
は
「
懐
」
に
作
る
。

⑤
主
日
前
提
要
に
は
以
下
の
文
を
欠
き
、
「
乾
隆
四
十
六
年
十
月
恭
校
上
」
と
結

ぶ。
⑥
殿
版
は
「
采
」
に
作
る
。

⑦
殿
版
は
「
裁
」
に
作
る
。

③
殿
版
は
「
板
」
に
作
る
。

〔
訓
読
〕

陳
振
孫
の
室
田
録
解
題
に
称
す
、
篤
き
か
な
公
釣
自
り
以
下
、
編
纂
巳
に
備

『
凶
咋
全
書
総
目
提
一
安
』

nuu
組
謙
「
日
氏
家
塾
読
詩
記
」
訳
注
(
草
野
)

は
れ
ど
も
、
篠
例
未
だ
克
は
ら
ず
。
学
者
之
を
惜
む
、
と
。
此
の
本
は
陸
試

の
重
刊
す
る
所
と
為
る
。
択
の
序
に
称
す
、
宋
本
を
友
人
豊
存
叔
に
得
た
り
。

呂
氏
の
書
凡
て
二
十
二
巻
、
公
劉
以
後
は
、
其
の
門
人
之
を
続
成
す
、
と
。

棟
氏
の
説
く
所
と
小
し
く
異
な
り
、
亦
た
門
人
の
誰
れ
為
る
か
を
言
は
ず
。

然
れ
ど
も
書
録
解
題
及
び
宋
史
義
文
志
に
、
均
し
く
三
十
二
巻
と
著
録
す
れ

ば
、
刻
ち
当
時
の
本
己
に
此
く
の
如
き
か
。
試
の
云
云
す
る
所
は
、
或
い
は

戴
渓
に
続
読
詩
記
三
巻
有
る
に
因
り
て
、
遂
に
誤
り
て
後
の
十
巻
を
以
て
之

に
当
て
た
る
か
。
陳
振
孫
称
す
ら
く
、
主
ハ
の
簿
く
諸
家
を
採
り
て
、
其
の
名

氏
を
存
し
、
先
に
説
話
を
列
し
、
後
に
文
義
を
陳
ぬ
0

4

搭
載
貫
穿
、
一
手
よ

り
出
づ
る
が
如
し
。
発
明
す
る
所
有
れ
ば
、
則
ち
別
に
之
を
出
だ
す
。
詩
学

の
詳
正
、
未
だ
此
の
書
に
途
ゆ
る
者
有
ら
ず
、
と
。
貌
了
翁
後
序
を
作
り
て

は
、
別
ち
其
の
能
く
詩
人
の
射
自
ら
厚
く
し
て
薄
く
人
を
責
む
る
旨
を
発
明

す
と
称
す
。
二
人
各
お
の
一
義
を
挙
ぐ
る
も
、
巳
に
絡
ぼ
是
の
書
の
長
ず
る

所
を
尽
く
せ
り
。
了
翁
の
後
序
は
、
乃
ち
眉
山
の
賀
春
蜘
明
日
疋
の
書
を
重
刻
し

た
る
が
為
に
し
て
作
る
。
時
に
祖
謙
の
浅
を
去
る
こ
と
未
だ
遠
か
ら
ざ
る
も
、

に
再
新
し
た
れ
ば
、
宋
人
の
絶
だ
是
の
書
を
重
ん
ぜ
る
を
知
る

市
る
に
版

な
り
。

〔
現
代
語
訳
〕

一
七
三
頁
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陳
振
孫
の
『
童
日
録
解
題
』
に
は
、

よ
り
以
下
は
、
編
纂
が
十
分
に
備
わ
っ
て
い
た
が
、
後
例
に
つ
い
て
は
い
ま

「
吋
詩
』
の
大
雅
の

「
篤
き
か
な
公
劉
」

だ
そ
の
整
備
が
終
え
ら
れ
て
い
な
い
。
学
者
は
こ
の
こ
と
を
惜
し
ん
だ
」
と

い
う
。
こ
の
本
は
陸
武
が
重
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
試
の
序
に
は
、
「
宋

本
を
友
人
の
豊
存
叔
か
ら
手
に
入
れ
た
。
呂
氏
の
書
は
全
二
十
二
巻
で
あ
り
、

以
後
は
、
彼
の
門
人
が
引
き
継
い
で
成
し
遂
げ
た
も
の
で

こ
れ
は
陳
氏
の
説
と
少
し
く
異
な
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
の

大
雅
の

「
公
劉
」

あ
る
」

と
い
v

フ。

門
人
が
い
っ
た
い
誰
で
あ
る
か
を
述
べ
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
『
書
録

解
題
』
及
び
『
宋
史
』
義
文
志
が
、
と
も
に
三
十
二
巻
と
著
録
し
て
い
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
当
時
の
原
本
は
や
は
り
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の

が
道
理
で
あ
ろ
う
。
陸
武
が
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、

あ
る
い
は
戴
渓
に
『
続

読
詩
記
』
三
巻
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
く
て
誤
っ
て
後
の
十
巻
を
こ
れ

に
当
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
の
性
格
に
つ
い
て
、
陳
振
孫
は

「
『
読
詩
記
』
は
ひ
ろ
く
諸
家
の
注
釈
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
名
氏
を
一
記
載
し
、

ま
ず
訓
詰
を
並
べ
、

そ
の
後
で
文
義
を
述
べ
て
い
る
。

そ
の
文
章
は
多
く
の

注
釈
を
折
衷
し
て
い
な
が
ら
も
余
計
な
言
葉
を
削
ぎ
落
と
し
て
音
主
義
が
一
貫

そ
れ
は
た
し
か
に
一
人
の
手
か
ら
出
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

し
て
お
り
、

さ
ら
に
自
ら
説
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
諸
家
と
は
別
に
こ
れ
を

提
出
し
て
い
る
。
『
詩
』
学
の
な
か
で
も
こ
れ
ほ
ど
詳
細
に
考
究
し
て
い
る
点

一
七
四
頁

に
つ
い
て
は
、

い
ま
だ
こ
の
書
を
越
え
る
も
の
は
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
貌
了
翁
は
『
読
詩
記
』
の
後
序
を
作
り
、

が
み
ず
か
ら
を
責
め
る
こ
と
を
厚
く
し
て
、

そ
こ
で
「
呂
祖
謙
は
詩
人

人
を
責
め
る
こ
と
を
薄
く
し
て

い
る
旨
を
『
壮
一
抗
詩
記
』
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
」
と
い
う
。

両
者
は
そ
れ

ぞ
れ
本
書
の
一
義
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、

十
分
に
こ
の
書
の
長
所
を
言

い
尽
く
し
て
い
る
と
い
え
る
。

了
翁
の
後
序
は
、

扇
山
の
賀
春
卿
が
本
書
を

重
刻
し
た
と
き
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
に
は
ま
だ
祖
謙
が
こ
の

世
を
去
っ
て
か
ら
久
し
く
な
い
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
版
が
再
び
新

た
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
宋
代
の
人
々
が
き
わ
め
て
本
書
を

重
ん
じ
て
い
た
こ
と
、
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

注(
二
棟
振
孫
書
録
解
題
:
:
:
撃
者
惜
之
陳
振
孫
『
直
斎
室
田
録
解
題
』
巻

二
「
詩
類
」
に
、
「
然
自
公
劉
以
後
、
編
纂
己
備
、
而
僚
例
未
寛
。
皐
者
惜

之
」
と
み
え
、
「
以
下
」
を
「
以
後
」
に
作
り
、
ま
た
「
篤
」
字
が
無
い
。

『
読
詩
記
』
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、
伺
書
、
巻
二
十
六
、
大
雅
、
生
民

之
什
「
公
都
」
第
一
章
注
の
末
尾
に
、
「
先
兄
己
亥
之
秋
、
復
修
是
書
、
至

此
市
終
。
自
公
劉
之
次
章
詑
於
終
篇
、
則
往
歳
所
纂
輯
者
。
皆
未
及
利
定
。

如
小
序
之
有
所
去
取
、
諸
家
之
未
次
先
後
。
輿
今
一
編
後
例
多
未
合
。
今
不



敢
復
有
所
損
益
。
姑
従
其
蓄
、
以
補
是
幸
一
一
日
之
関
云
。

復
た
是
の
書
を
修
す
る
も
、
此
に
至
っ
て
終
へ
り
。
公
劉
の
次
章
自
り
終

篇
に
詑
る
ま
で
は
、
別
ち
往
歳
纂
輯
す
る
所
の
者
な
り
。
皆
な
未
だ
刊
定

に
及
ば
ず
。
小
序
の
去
取
す
る
所
有
る
が
如
き
は
、
諸
家
の
未
だ
先
後
を

次
せ
ず
。
今
編
と
候
例
多
く
未
だ
合
は
ず
。
今
敢
へ
て
復
た
損
益
す
る
所

有
ら
ず
。
姑
ら
く
其
の
出
に
従
ひ
て
、
以
て
是
の
書
の
開
慨
を
補
ふ
と
云
ふ
ご

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
呂
祖
謙
を
「
先
兄
」
と
称
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
恐
ら
く
は
呂
子
約
の
記
載
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
呂
祖
謙
が
「
庚

子
辛
丑
日
記
」
(
『
東
莱
集
』
巻
十
五
、
「
(
淳
照
八
年
)
七
月
丙
申
大
」
の

条
)
に
お
い
て
、
「
二
十
七
日
、
公
劉
一
章
、
陰
」
と
あ
る
の
を
最
後
に
筆

(
先
兄

亥
の
秋
、

を
摺
い
て
お
り
、
こ
れ
は
『
読
詩
記
』
の
記
載
と
一
致
す
る
。

士
二
謹
武
明
、
孝
宗
、
弘
治
十
年
(
一
四
九
四
)
(
〉
?
。
明
の
政
治
家
。

字
は
挙
之
、
少
石
子
と
号
す
。
瓶
江
省
寧
波
府
鄭
県
(
現
在
の
淑
江
省
寧

波
市
)
の
人
。
陸
鈴
(
つ
(
)
一
五
三
五
頃
)
の
弟
。
正
徳
十
六
年
(
一
五

一
二
)
、
進
士
に
及
第
し
、
翰
林
編
修
を
授
か
る
。
の
ち
湖
広
按
察
検
事
、

江
西
参
議
、
山
東
按
察
副
使
な
ど
を
歴
任
し
た
が
、
山
東
に
通
志
が
無
い

こ
と
を
嘆
き
、
『
山
東
通
士
山
』
四
十
巻
の
一
編
輯
に
着
手
し
た
。
成
書
後
、
老

い
を
理
由
に
よ
疏
し
、
桂
冠
し
て
故
郷
に
帰
っ
た
と
い
う
。
著
に
『
少
石

集
』
十
三
巻
、
『
賢
識
録
』

一
巻
な
ど
が
あ
る
。
伝
は
『
鄭
県
士
山
』
巻
十
五

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
川
向
組
謙
「
呂
氏
山
本
塾
読
詩
一
記
」
一
訳
注
(
重
野
)

「
人
物
」
に
立
て
ら
れ
て
お
り
、
司
明
史
』
巻
二
百
八
十
七
、
文
苑
一
ニ
「
王

慎
中
伝
」
に
も
陸
鐙
と
と
も
に
わ
ず
か
に
経
歴
が
附
載
さ
れ
て
い
る
。

(
三
)
誌
序
稀
:
:
:
其
門
人
繍
成
之
『
訪
問
詩
記
』
の
陸
試
の
序
に
、
「
余
嘗

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

讃
呂
氏
讃
書
記
大
事
記
、
未
時
讃
詩
記
也
。
近
得
宋
本
於
友
人
塑
存
叔
、

護
市
愛
之
。
其
書
宗
孔
氏
以
立
訓
、
考
註
疏
以
纂
ニ
一
一
口
。
努
綴
諸
家
、
如
出

一
手
。
:
:
:
呂
氏
凡
二
十
二
巻
、
乃
公
劉
以
後
、
編
纂
未
就
。
其
何
人
績

成
之
。
葱
又
斯
文
之
遺
憾
云
。
(
余
嘗
て
呂
氏
の
読
書
記
・
大
事
記
を
読

む
も
、
未
だ
読
詩
記
を
賭
ざ
る
な
り
。
近
ご
ろ
宋
本
を
友
人
豊
存
叔
に
得

て
、
読
み
て
之
を
愛
す
。
其
の
書
孔
氏
を
宗
と
し
て
以
て
訓
を
立
て
、
註

疏
を
考
へ
て
以
て
一
一
一
一
口
を
纂
む
。
諸
家
を
努
綴
し
て
、
一
手
に
出
づ
る
が
如

し
。
:
:
:
呂
氏
凡
べ
て
二
十
二
巻
、
乃
ち
公
劉
以
後
、
編
纂
未
だ
就
ら
ず
。

其
の
門
人
続
ぎ
て
之
を
成
す
。
葱
れ
又
た
斯
文
の
遺
憾
な
り
と
云
ふ
ご
と

あ
る
。「

竪
存
叔
」
は
、
豊
坊
(
明
、
孝
{
一
示
、
弘
治
五
年
〔
一
四
九
二
〕
(
)
世

宗
、
嘉
靖
四
十
三
年
?
〔
一
五
六
三
〕
)
の
こ
と
。
明
代
の
書
家
、
家
刻
家
。

字
は
存
札
、
存
叔
、
人
翁
、
号
は
南
部
内
外
史
、
晩
年
に
は
名
を
道
生
と
あ

ら
た
め
た
。
陸
武
と
同
じ
く
斯
江
省
寧
波
府
鄭
県
の
人
。
豊
氏
は
北
宋
の

宰
相
で
あ
っ
た
豊
穣
を
祖
と
す
る
寧
波
の
名
家
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
豊
坊

の
代
に
至
っ
て
没
落
し
た
。
嘉
靖
二
年
、
進
士
に
及
第
し
、
南
京
吏
部
考

一
七
五
頁



筑
波
中
国
文
化
論
叢
第
三
十
三
号

O 

1m 

功
主
事
、
礼
部
主
事
な
ど
を
歴
任
し
た
。
書
画
を
能
く
し
、
ま
た
博
覧
強

記
で
知
ら
れ
、
と
り
わ
け
経
書
に
造
詣
が
深
か
っ
た
が
、
祖
先
の
名
に
綴

託
し
た
偽
経
を
大
量
に
作
成
し
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
名
を
皮
め
た
。
晩
年

に
は
名
声
も
失
墜
し
て
貧
困
に
窮
し
、
最
後
は
蘇
州
で
野
垂
れ
死
に
し
た
。

豊
坊
は
蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
北
宋
以
来
よ
り
続
く
家
蔵
書
は
「
万

巻
楼
」
に
収
め
ら
れ
た
が
、
嘉
靖
四
十
一
年
(
一
五
六
一
)
、
火
災
に
遭
い

そ
の
多
く
は
灰
燈
に
帰
し
た
。
そ
の
一
部
は
天
一
閣
に
流
れ
た
と
い
わ
れ

る
。
著
に
は
『
室
田
一
訣
』
な
ど
が
あ
る
。
伝
は
『
明
史
』
巻
一
百
九
十
一
に
、

父
豊
熊
の
伝
に
附
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
豊
穣
以
降
、
豊
坊
に
至
る
十

五
代
の
系
譜
は
、
清
の
全
祖
望
(
謝
山
)
「
天
一
閣
蔵
書
記
」
に
詳
し
く
記

載
さ
れ
て
い
る
。
豊
坊
に
つ
い
て
は
、
平
岡
武
夫
氏
「
古
書
の
幻
想
と
文

字
の
魅
惑
豊
坊
の
古
書
世
学
」
(
『
経
書
の
伝
統
』
岩
波
書
庖
、
一
九
五
一

年
一
月
、
所
収
)
を
参
看
。

(
四
)
書
録
解
題
及
宋
史
整
文
志
『
書
録
解
題
』
に
、
「
呂
氏
家
塾
讃
詩
記

三
十
二
巻
」
、
お
よ
び
『
宋
史
』
巻
二
百
二
、
義
文
志
、
義
文
一
「
詩
類
」

に
、
「
呂
祖
謙
家
塾
讃
詩
記
三
十
二
容
」
と
著
録
す
る
。

(
五
)
戴
渓
有
繍
讃
詩
記
三
巻
「
戴
渓
」
(
南
宋
、
高
宗
、
紹
興
十
一
年
〔
一

一
包
ニ
ー
寧
宗
、
嘉
定
八
年
〔
二
二
五
〕
)
は
、
南
宋
の
儒
学
者
。
字

を
肖
望
と
い
い
、
眠
穏
と
号
し
た
こ
と
に
よ
り
、
人
々
は
畑
町
隠
先
生
と
称

一
七
六
頁

し
た
。
永
嘉
(
現
在
の
淑
江
省
温
州
市
)
の
人
。
淳
熊
五
年
に
進
士
に
及

第
し
、
工
部
尚
幸
一
一
回
、
文
華
関
学
士
を
歴
任
し
た
。
死
後
、
端
明
殿
学
士
を

追
贈
さ
れ
、
理
宗
の
紹
定
年
間
に
は
文
端
と
誼
さ
れ
た
。
著
作
に
は
『
続

呂
氏
家
塾
読
詩
記
』
三
巻
の
ほ
か
、
『
易
総
説
』
二
巻
、
『
曲
札
口
義
』
二

巻
、
『
春
秋
講
義
』
四
巻
、
『
石
鼓
(
論
語
)
答
問
』
三
巻
、
吋
石
鼓
孟
子
答

問
』
一
二
巻
、
ヲ
歴
代
将
鑑
博
議
』
十
巻
(
以
上
『
宋
士
山
』
に
拠
る
)
、
『
清
源

士
山
』
七
巻
(
『
書
録
解
題
』
に
拠
る
)
な
ど
多
数
あ
る
。
伝
は
吋
宋
史
』
巻

四
百
三
十
四
「
儒
林
包
」
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。

『
続
呂
氏
家
塾
読
詩
記
』
三
巻
は
、
『
提
要
』
(
巻
十
五
、
経
部
「
詩
類
」
)

に
、
「
渓
以
呂
氏
家
塾
讃
詩
記
取
毛
簿
矯
宗
、
折
衷
衆
説
、
於
名
物
訓
話
、

最
一
筋
詳
悉
、
而
篇
内
微
旨
、
詞
外
寄
託
、
或
有
未
貫
、
乃
作
此
書
以
補
之
。

故
以
績
記
一
筋
名
。
(
渓
呂
氏
家
塾
読
詩
記
毛
伝
を
取
り
て
宗
と
為
し
、
衆

説
を
折
衷
し
、
名
物
訓
詰
に
於
い
て
、
最
も
詳
悉
と
為
す
も
、
市
る
に
篇

内
の
微
旨
、
詞
外
の
寄
託
、
或
い
は
未
だ
貫
ぬ
か
ざ
る
有
る
を
以
て
、
乃

ち
此
の
書
を
作
り
て
以
て
之
を
補
ふ
。
故
に
続
記
を
以
て
名
と
為
す
ご
と

い
う
ご
と
く
、
呂
祖
謙
の
著
作
を
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
続
け
て
「
賓

山
知
自
述
己
意
、
非
蓋
墨
守
祖
謙
之
説
也
。
主
〈
中
如
謂
標
梅
矯
父
母
之
揮
培
、

有
狐
矯
園
人
之
潤
練
、
甘
業
非
受
民
訟
、
行
露
非
矯
侵
陵
。
(
実
は
烈
ち
自

ら
己
が
意
を
述
べ
、
尽
く
は
祖
謙
の
説
を
墨
守
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。
其



の
中
標
梅
を
父
母
の
堵
を
択
ぶ
と
為
し
、
有
狐
を
国
人
の
燃
を
潤
む
と
為

し
、
甘
裳
は
民
の
訟
を
受
く
る
に
非
ず
、

行
露
は
侵
陵
せ
ら
る
る
に
非
ず

必
ず
し
も
呂
祖
謙
の
説
を
受
け

と
謂
ふ
が
如
し
ご
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、

て
い
な
い
と
い
う
。

(
六
)
陳
振
孫
稀
:
:
:
正
未
有
途
於
此
書
者
『
書
録
解
題
』
に
、
「
博
一
米
諸。。

家
、
存
其
名
氏
、
先
列
訓
話
、
後
陳
文
義
。
努
裁
貫
穿
、
如
出
一
手
。
己
意

。

有
所
設
明
、
則
別
出
之
。
詩
的
時
十
之
詳
正
、
未
有
途
於
此
書
者
也
。
(
博
く
諸

家
を
采
り
、
其
の
名
氏
を
存
し
、
先
づ
訓
詰
を
列
し
、
後
に
文
義
を
陳
ぬ
。

前
刀
裁
貫
穿
、

己
が
意
に
発
明
す
る
所
有
ら
ば
、

則
ち
別
に
之
を
出
だ
す
。
詩
学
の
詳
正
、
未
だ
此
の
書
に
途
ゆ
る
者
有
ら

や
や
文
字
に
異
同
が
あ
る
。

一
手
を
出
づ
る
が
如
し
。

ざ
る
な
り
ご

と
み
え
る
、
が
、

「
親
裁
」
は
、
無
駄
な
文
句
や
表
現
を
削
る
こ
と
。
『
文
心
離
龍
』
鎗
裁

。。

第
三
十
二
に
、
「
規
範
本
健
謂
之
録
、
努
殻
浮
詞
謂
之
裁
。
(
本
体
を
規
範

す
る
を
之
れ
銘
と
謂
ひ
、
一
洋
認
を
努
裁
す
る
を
之
れ
裁
と
謂
ふ
)
」
と
あ
る
。

は
、
そ
の
意
味
、
が
一
貫
し
て
い
る
こ
と
。

「
骨
田
内
角
一
片
」

し
た
が
っ
て
、
、~

、句"ーー

、~

、ーーー

で
は
諸
家
の
注
釈
を
折
衷
し
て
い
な
が
ら
も
、
余
分
な
表
現
や
語
句
は
削

ぎ
落
と
さ
れ
、
ま
る
で
一
人
の
手
か
ら
成
っ
た
よ
う
に
意
味
が
一
貫
し
て

い
る
こ
と
を
い
う
。
「
詳
正
」
は
、
詳
細
に
考
察
す
る
こ
と
。
『
毛
詩
正
義
』

正
、
凡
馬
四
十
巻
。
(
覆
更
詳
正
し
、
凡
て
四
十
巻
と
為

芋
に
、

「
覆
更

『
山
庫
全
書
総
目
提
出
K

』
日
出
議
「
日
氏
家
紘
一
読
詩
記
」
訳
注
(
草
野
)

す)」

と
あ
る
。

(
七
)
貌
了
翁
作
後
序
:
:
:
市
薄
責
於
人
之
旨
「
貌
了
翁
」
(
南
宋
、
孝
宗
、

淳
照
五
年
〔
一
一
七
八
〕

'i
理
宗
、
嘉
照
元
年
〔
一
二
三
七
〕
)
は
、
南
宋

末
の
理
学
者
。
字
は
華
父
、
鶴
山
と
口
す
す
。
訟
は
文
靖
。
萄
の
碍
州
蒲
江

(
現
在
の
西
川
省
蒲
江
県
)

宮
は
端
明
殿
学
士
に
至
る
。

し
、
そ
の
門
人
で
あ
る
黄
子
毅
が
編
纂
し
た
『
朱
子
語
類
』
に
序
文
を
附

の
人
。
慶
元
五
年
(
一

死
後
、
太
師
を
追
贈
さ
れ
た
。
朱
喜
…
に
私
淑

九
九

の
進
士
。

し
、
さ
ら
に
は
伺
じ
く
門
人
で
あ
る
李
方
子
が
編
纂
し
た
『
朱
子
年
譜
』

に
も
序
文
を
附
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
朱
子
学
盛
行
に
大
き
く
寄
与
し
た

と
い
わ
れ
る
。
著
に
は
『
鶴
山
大
全
文
集
』
百
二
十
巻
の
ほ
か
、
経
書
の

注
釈
と
し
て
は
、
『
周
易
集
義
』
六
十
四
巻
、
『
周
易
要
義
』
十
巻
、
『
尚
書

要
義
』
二
十
巻
、
『
毛
詩
要
義
』
二
十
巻
、
『
儀
礼
要
義
』
五
十
巻
、
『
礼
記

要
義
』
三
十
三
巻
、
司
馬
礼
要
義
』
三
十
巻
、
『
春
秋
左
伝
要
義
』
三
十
一

巻
、
『
論
語
要
義
』
十
巻
(
以
上
『
宋
士
山
』
に
拠
る
)
が
あ
り
、
『
提
要
』

に
拠
れ
ば
、
あ
わ

。〉

「
尚
書
要
義
」

「
書
類
ご
)

(
巻
十
一
、
経
部

そ
れ
ら
は
『
九
経
要
義
』
二
百
六
十
三
巻
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
伝
は
『
宋
史
』
巻
四
百
三
十
七
「
儒
林
七
」
、
お

よ
び
『
宋
元
学
案
』
巻
八
十
「
鶴
山
学
案
」
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

せ
て
九
経
あ
り
、

『
毛
詩
要
義
』
に
つ
い
て
は
、

尾
崎
雄
二
郎
氏
に

「
毛
詩
要
義
と
著
者
貌

d七
ー七
頁
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了
翁
」
(
『
ピ
ブ
リ
ア

天
理
図
書
館
報
』
第
二
十
三
日
方
、

一
九
六
二
年
十
月
)

と
題
す
る
論
考
が
あ
る
。

こ
の
序
は
、
『
鶴
山
集
』
巻
五
十
一

「
呂
氏
読
詩
記
後
序
」
に
、

「
余
昔

東
謀
、
聞
諸
友
期
日
、
東
莱
呂
公
、
嘗
譲
書
、
至
朗
自
摩
市
薄
責
於
人
。

若
凝
然
以
忠
、
由
是
雄
於
俸
僕
問
、
亦
未
嘗
有
属
整
疾
呼
。
(
余
土
日
東
浜

し
、
諸
友
朋
に
開
き
て
日
は
く
、
東
莱
の
呂
公
、
嘗
て
書
を
読
み
、
明
白

ら
厚
く
し
て
薄
く
人
を
責
む
る
に
至
る
。
若
し
凝
然
と
し
て
以
て
思
は
ば
、

是
れ
由
り
憧
僕
の
間
と
錐
も
、
亦
た
未
だ
嘗
て
腐
声
疾
呼
す
る
有
ら
ず
)
」

と
み
え
る
。
「
射
自
厚
而
薄
責
於
人
」
は
、
『
論
語
』
衛
霊
公
篇
の
「
射
自

厚
而
薄
責
於
人
、
則
遠
怨
失
。
(
射
自
ら
厚
く
し
て
薄
く
人
を
責
む
れ
ば
、

則
ち
怨
み
に
遠
ざ
か
る
ご
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。

(
八
)
眉
山
賀
春
卿
経
歴
未
詳
。
貌
了
翁
の
「
呂
氏
読
詩
記
後
序
」
に
、
「
因

眉
山
賀
春
卿
欲
刊
此
書
、
以
虞
其
停
、
市
属
余
叙
之
。
姑
以
所
関
見
識
諸

末
。
(
因
っ
て
居
山
の
賀
春
卿
此
の
書
を
刊
し
て
、
以
て
其
の
伝
を
広
め

市
し
て
余
に
属
し
て
之
に
叙
せ
し
む
。
姑
ら
く
間
見
す
る
所

と
そ
の
名
、
が
み
え
る
。

ん
と
欲
し
、

を
以
て
諸
末
に
識
す
)
」(

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
)
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